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特集「ネットワークサービスと分散処理」の編集にあたって

谷口 秀夫1,a)

インターネットは 1990年代を境にして，広く一般に普及

し利用されるようになりました．インターネットに代表さ

れるネットワーク技術は，今日では，様々な社会システム

に欠かすことのできない技術として組み込まれており，現

在も絶えず変化を続けています．たとえば，ネットワーク

に接続する端末の中で，直接，人が操作する端末の種類の

みに着目した場合にも，PCや携帯電話，スマートフォン，

さらにはウェアラブルデバイスといった多様化が進んで

います．そのため，これにともなった新たなネットワーク

サービスが現在も続々と登場しています．一方では，M2M

（Machine To Machine）や IoT（Internet of Things）とい

う言葉に代表されるように，センサやロボットといった人

が直接操作しないデバイスをネットワークに接続するため

の技術の検討が進んだ結果，実空間とネットワーク空間を

結び付けるためのサイバーフィジカルなネットワークサー

ビスの検討も多くなされるようになってきました．

また，近年ではネットワーク上で扱う情報の変化も急速に

進んできています．たとえば，情報の発信元に着目すると，

かつて，情報はネットワークサービス提供者によって生成

され，これをユーザが利用することがほとんどでした．し

かし，近年では，ユーザ自身によって情報が生成され，サー

ビスに利用されるCGM（Consumer Generated Media）の

形態をとることも多くなってきました．SNS，ブログ等に

代表される CGMは，ときに爆発的な速度で情報が伝達さ

れることもあり，最近ではこれまでは思いもしなかった社

会現象を引き起こすこともあります．また，情報の量に着

目した場合も同様に変化が進んでいます．すでに多方面で

ビックデータの重要性が叫ばれるようになっていますが，

最近は政府等の公の機関が保有する膨大なデータを積極的

に無料で公開するオープンデータの検討も進んでおり今後

もさらに情報の量は爆発的に増加すると予想できます．

このような背景をもとに 2013年度は「ネットワークサー

ビスと分散処理」というタイトルで論文誌特集号を企画し，

既存の分散処理とネットワークの研究分野にとどまらず，

萌芽的な研究，アプリケーション分野での横断的な研究，

新サービス提供のための技術的研究，安心安全を担保する

研究および新しい基盤技術の研究について広く論文募集を
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行いました．

この論文誌特集号では，主として情報処理学会「マルチ

メディア通信と分散処理」研究会の主査，幹事，研究運営

委員を中心に編集委員会を構成しました．特集号には 50

編の論文が投稿され，2013年 3月，5月，7月，9月に開

催された編集会議において慎重な審議を経たうえで，31

編の論文が採択されました（採択率 62%）．採択された論

文は，タスクスケジューリング 2編，ネットワークアーキ

テクチャ 5編，無線・モバイルネットワーク 3編，ネット

ワークサービス 7編，モバイルコンピューティング 6編，

ITS3編，ネットワークセキュリティ 3編，Webインテリ

ジェンス 2編の合計 31編となっており，いずれの論文も

将来のネットワークサービスの実現に必要な様々な研究課

題に対する解決策が議論されています．本特集が「ネット

ワークサービスと分散処理」に関する研究分野の発展に貢

献することを切に願っています．

最後に特集号の企画・編集，論文の査読・採択に尽力い

ただいた幹事の重安哲也氏をはじめ特集号編集委員会の編

集委員の皆様に厚く御礼申し上げます．
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